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本論文は2007年9月22日に慶應義塾大学日吉キャンパスで行われた日本英文学会関東支部第2回

大会において口頭発表したものに加筆・修正を施したものである。

序

20世紀以降におけるメアリー・シェリー作品の出版にお＿いて，メアリーの短篇小説は特殊な位置

を占めていると言える。『フランケンシュタイン』（耳昭乃磁〝Sね乃，0γ娩β几Mgγ卯月粕刑e伽視∫1818）以

外の作品は，フェミニズム批評によるメアリーの学問的再発掘を受けて以来，再評価が高まった末の

1996年にピカリング・アンド・チヤト一社（Pickering＆Chatto）によるCollectedNbvelsandStories

〆肋り5肋沼αが編纂されるに至る。それまでに出版された『フランケンシュタイン』以外のメアリ

ー作品はと言えば，1959年に新たに発見されたものとして中編小説の『マチルダ』（朋初動最の　と，

1965年に『最後の男』（耶柁ム防‖怖川1828）が再版されていたのだが，短篇小説だけは『フランケン

シュタイン』が学問的再評価を受ける以前から出版されていた。

1975年にはグレッグ・プレス（GreggPress）からサイエンス・フィクションのシリーズの一環と

して1891年に出版された7五kH期通5加元のが再版され，その翌年にはより学問的水準を意識した

MaYyShellqy：Cbllected7blesandStoriesがチャールズ・E・ロビンソン（CharlesE．Robinson）の編

集により，ジョンズ・ホプキンズ大学出版（JohnsHopkinsUniversityPress）から出版されている。

日本におけるメアリー・シェリーの翻訳史を見ると，メアリーの短篇小説は早くから一部の読者か

ら注目を浴びていることもわかる。『フランケンシュタイン』の扱いは別格として，これまで邦訳さ

れたことのあるメアリーの作品はといえば，短篇小説しかないのである。とりわけ人気があると思わ

れるのは‘Transformation’（1830）であり，臼井昭氏の翻訳によって1974年に国書刊行会から出版

された『フランケンシュタイン』に「変身」という名で共に収録されている。本書には‘′meMo止al

Immortal：ATale’（1833）も「寿限有の寿限無」という題で収録されている。‘Transformation，はさ

らに1977年に日夏響氏の翻訳によって「換魂講」という題名で新人物往来社の『怪奇幻想の文学

〔Ⅴ〕怪物の時代』に収められることとなった。1995年には『フランケンシュタイン』に関連する作

品を集めたアンソロジーが角川書店の角川ホラー文庫から『フランケンシュタインの子供』という題

名で出版され，前述の「変身」が再録された他，1826年に執筆したものの事情があって1836年まで

出版されなかった‘RogerDodsworth：TheReanimatedEnglishman，が「よみがえった」男という名
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で安野玲氏によって翻訳されている。

これらのものものしいタイトルを見てもわかるように，日本でこれまで紹介されてきたメアリーの

短篇小説は，怪奇趣味，ゴシック趣味の一環として存在してきたことが窺われる。もちろん，そのよ

うなディレッタント嗜好のフアンに受ける要素を多分に持つ作品をメアリーが執筆したのは確かであ

るが，これらはメアリーの天分を示すほんの一端でしかなく，彼女の文学史的な位置付け，とりわけ

同時代のイギリス・ロマン主義文学における位置付けを考察する上では不十分極まりない。

本論ではメアリーの短篇小説の中でも特にジョン・キーツ（JohnKeats）との関わりを論ずる上で

格好の素材となりうる「夢」‘TYLeDream’（1831）を取り上げることにした。この作品は，当時の裕

福な女性を主な読者層とした贈呈本の一つである，『キープセイク1832年号』（mg強頑血血り料

朋DCCC既XIr1831）に発表されたものである。

メアリーを他のロマン主義文学者との間テクスト性という点から論じたものとなると，とりわけ夫

のハーシー：ピッ＿シュ・シェリー（PercyByssheShelley）と絡めたも＿のが多く，その他となればサ

ミュエル・テイラー・コールリッジ（SamuelTaylorColeridge）やバイロン卿（GeorgeGordon，

LordByron），あとはせいぜいウイリアム・ワーズワス（WilliamWordsworth）や，歴史小説という

ことでサー・ウォルター・スコット（SirWalterScott）が挙げられるくらいであり，キーツとの関連

性を述べた論文は極めて少ない。私の目的はメアリーを他のロマン主義詩人達との関連の中で考察し，

いかに彼女をこの時代の中で位置付けるかであり，キーツをその射程から外すわけにはいかない。今

回はキーツの代表作の一つである「聖アグネス祭の前夜」（‘TheEveofSt．Agnes，1820）と「夢」と

を女性の私室，及び木陰を意味する“bower”における性的表象としての文学という観点から考察し，

「夢」というテクストの重要性，男性ロマン主義詩人によって表象されるものへのメアリーの一つの

読み替えを明らかにする。

1．「夢」における，欲望の客体から主体へと移行した女性

メアリーは1820年10月18日の日記に“S［helley］readsHyperionaloud”Uoumal，I：335）と記して

おり，キーツの1820年詩集をこの時までに手に入れていたことが推測され，同詩集に収録されてい

る「聖アグネス祭の前夜」（以下「聖アグネス」）を読んでいたことはほぼ間違いないと考えられる。

メアリーの「夢」をキーツの描いた“bower”世界に対する一つの返答，及び変奏として読むと，こ

こには女性が描く“bower”文学の特質の一端を探ることができる。

キーツの「聖アグネス」とメアリーの「夢」とを比較研究する場合，前者における欲望する男性と

欲望される女性という構図と，後者における欲望する女性と欲望される男性の構図という，たすき掛

けになったセクシュアリティの構図について注意を払わねばならない。まずこの章では，「聖アグネ

ス」において欲望の主体であった男性を欲望の客体へと置き換え，欲望の客体であった女性を欲望の

主体とした「夢」という作品の特徴を象徴的に読み解いていく。

「夢」の舞台はアンリ四世時代のフランスである。主人公のヴイルヌーヴ女伯爵（Countessde
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Villenueve）のコンスタンス（Constance）は内戦で父と兄弟を失い，国王は孤児となったコンスタ

ンスを，彼女の財産に見合う高貴な男性と結ばせることを望んでいる。このように，自分の愛する男

性と結ばれたくとも，立場上困難な状況に置かれている女性のコンスタンスを主人公に据え，聖アグ

ネスの前夜に代わって聖カタリナ（St．Catherine）の寝椅子を男性伴侶を迎える物語上の装置として

使用しているのが「夢」の大まかな設定である。

王の勧めを断って恋人のガスパール（Gaspar）と結ばれたいと思っているコンスタンスには，当

然女性としての異性に対する欲望というものを読み取ることができる。なお，ここで言う「欲望」と

は後の章でキーツに見るようなエロティシズムを存分に示すような描写ではなく，一見禁欲的な憧れ

のようなものも含め，他者を求める態度という意味である（1）。

聖カタリナの寝椅子の上で眠り，恋人のガスパールと出会う場面は，物語全体を貫くコンスタンス

の願望充足に他ならない。しかし，この女性の欲望は「聖アグネス」と違い，極めて多くの社会的障

壁に－よって遮られている。まず，「夢」において象徴的なのが，コンスタンスが住む城とガスパール

と出会う森との対照なのであるが，ここには女性の欲望を阻む要素が象徴的に示される。“Manya

SadhourhadConstancepassed－manyadayoftears，andmanyanightofrestlessmisery．Shehad

Closedhergatesagainsteveryvisitant；and，liketheI－JadyOliviain“Twe此lNight，”vowedherselfto

lonelinessandweeping・”（‘Dream’，155）父を失ったコンスタンスは父の遺産である城に篭もり，い

かなる人間との交流も避けている。この城は父の遺産という即物的な意味のみならず，象徴的な「父

の名」（nom－du－pとre）（2）をも表しているのではないか0即ち，コンスタンスは城に篭もることにより，

父親，及び父親的イメージを付与された父の財産と一体化した状態にあるのである。後にも出てくる

が，高く奪え立つ城は何もその形状がファルス的であるというのみの問題ではなく，家父長制社会の

権力構造における，権威の象徴でもある。それに，舞台はイギリスではなくフランスである。つまり，

国王が男性しか許されない国家であり，城はなおさら家父長制的意味合いを濃くするのである。そし

て，この国の城に篭るということは，財産的にも心理的にも父の領域に留まることを意味する。ここ

からセクシュアリティの問題へと発展させて考えれば，室内に閉じこもり，男性と交わることなく生

活するコンスタンスは，必然的に子宮への入り口を閉ざしていることを示していることになる。

しかし，「夢」はこのような状況から抜け出して危険を冒してでも愛する男性と結ばれようとする

女性の物語である。亡くなった父達への悲しみを克服し，なんとか外へと向かうコンスタンスの姿は

自らエレクトラ・コンプレックスを克服してゆく過程と読み取ることができる。ただし，そんなコン

スタンスには常に男性に対する恐怖が垣間見えていることも事実である。

AruStlingamongtheboughsnowmetherear－herheartbeatquick－allagalnWaSStill．‥．Again

thebusheswerestirred，andfootstepswereheardinthebrake．Sherose；herheartbeathigh：it

mustbethatsillyManon，Withherimpertinententreatiesforhertoreturn・Butthestepswere

firmerandslowerthanwouldbethoseofherwaiting－WOman；andnowemergingfromtheshade，
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shetooplain1ydiscernedtheintruder．（‘Dream’，155－56）

欲望のひしめく森という空間を，貴族の女性が一人で歩くことは非常に危険なことである。この危険

を冒してまでコンスタンスが森という空間を進み行くのは，愛する男性への強い思い故であり，物

語における“bower”という空間を女性が所有しようとすることが，いかに危険を伴うものであるか

を示すものでもある。ただし，「夢」において女性が敢えて恐怖心を乗り越えて男性と出会おうとし

ても，再び社会的権力が彼女の欲望を束縛しようとすることを指摘しなければならない。

再会できたガスパールは十字軍としてパレスティナに行かねばならず，そのための別れの挨拶を告

げにコンスタンスに出会うのだが，コンスタンス達の関係を高みから監視する視線が存在している。

“¶10SeWerehappydays，Constance，fullofterroranddeepjoy，Wheneveningbroughtmetoyourfeet；

andwIlilehateandvengeancewereasitsatmospheretoyonderh・0wningcastle，thislea亙，Star－1itbower

wastheshrineoflove．’’（‘Dream，，157）ガスパールの言葉の中に登場する「向こうの厳しい城」

（yonderh・OWningcastle）とは，先に述べたように，コンスタンスが閉じこもっていた父の象徴たる

城である。つまり，コンスタンスとガスパールの関係は常に父の幻影によって監視されており，彼ら

の関係を阻もうとしているのである。このような娘の父親の視線というものは「聖アグネス」には見

られず，「夢」という作品が持つ一つの社会的側面であり，このことは作者が女性であるだけに，彼

女を束縛する男性の力，特に父親の巨大な力を表すものである。

「夢」において登場する聖カタリナの長椅子は，「聖アグネス」のように甘い恋人の夢を約束するも

のではない。ロワール川の上にかかるこの長椅子の上で眠った女性はわずかしかおらず，しかも川に

落ちて溺れ死んだ者もいる危険な場所である。この寝椅子に向かう心境をコンスタンスは次のように

語る。

Itcannotbethatmiserysointenseshoulddwellinanyheart，andnocurebefound．Ihadhopedto

bethebringerofpeacetoourhouses；andifthegoodworktobeformeacrownOfth0rnS？Heaven

shal1directme．Iwi11resttomorrownightonStCatherine’sbed：andif，aSIhaveheard，thesaint

deignstodirecthervotariesindreams，Iwi11beguidedbyher；andbelievingthatIactaccordingto

thedictatesofHeaven，Ishallfeelresignedeventotheworst．（‘Dream’，158）

コンスタンスにとって聖カタリナの寝椅子は，もはやこの世には見つからない安らぎの場への入り口

なのであり，この酎こ絶望して寝椅子に向かうコンスタンスの姿は，“thesweetestoftheyear”（‘St．

Agnes’，63）である甘い聖アグネスの夢に胸を膨らませるマデラインとは対照的である。また，マデ

ラインとの違いとして挙げられるのは，コンスタンスの自分の家というものに対する強い意識である。

自分が昇天することにより，コンスタンスの家に平和が訪れることを強く願う姿には，社会的な意識

が強く，或いはそれ故社会的な拘束を強く受けている女性像というものを我々に提示している。
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さらに，「夢」におけるコンスタンスの眠りは死を志向している。後に考察する「聖アグネス」に

見られるようなエロス的象徴よりもむしろ，タナトス的象徴に満ち満ちている。

uleWaterSOftheI－JOirewerespeeding，aSSincethatdayhavetheyeversped－Changefu1，yetthe

Same；theheavenswerethicklyveiledwithclouds，andthewindinthetreeswasasmournfulandill＿

OmenedasifitruShedroundamurderer，stomb・Constanceshudderedalittle，andlookeduponher

bed－anarrOWledgeofearthandamoss－grOwnStOneborderingontheveryvergeofthespell；－

Shebowedherhead，andloosenedthetressesofherdarkhair－Shebaredherfeet－andthus，fu11y

preparedforsufEeringtotheutmostthechillinfluenceofthecoldnight，Shestretchedherselfon

thenarTOWCOuChthatscarceaffordedroomforherrepose，anddlenCe，ifshemovedinsleep，She

mustbeprecipitatedintothecoldwatersbelow．（‘Dream，，162）

コンスタンスにとっての昇天は決して希望に満ちたものではないことが，厚く雲に覆われた天の描写

に現れている。暗く冷たい空間は「聖アグネス」に見られる暖かさとは対照的であり，「殺人者の墓」

が不吉な未来を想起せしめる。また，狭い空間は女性的象徴でもあるのだが，ここに描かれる長椅子

はロワール川の急流に画し，死と隣り合わせになっている。これは女性が措く“bower”表象として

の物語において，女性は死と隣り合わせになっていることを象徴的に表す光景である。

また，横たわる女性の下に水が流れているという現象は出産を象徴しているとも解することができ

るが，この出産がコンスタンスの死と結び付いているということは，メアリーとの伝記的繋がりを考

慮すれば，母メアリー・ウルストンクラフト（MaryWollstonecraft）が，自分を生んでまもなく産樽

熱によって死亡したこと，さらにはメアリー・シェリーが産んだ四人の子供の内，三人が幼くして亡

くなったという悲痛な体験が結び付いていると解することもできる。聖カタリナの長椅子は，紛れも

無く女性が抱える死の象徴なのである。

このような，“bower”にまつわる暗い表象は，「夢」のクライマックスである聖カタリナの長椅子

での夢と，愛し合う二人の遊返場面において，後に考察する「聖アグネス」の欲望の表象を見事に反

転させる。

WiththatdeeppassiondidGaspargaze，gatheringhopefromtheplacidityofherangel

COuntenanCe！Asmilewreathedherlips；andhetooinvoluntarilysmiled，aShehailedthehappy

Omen；Whensuddenlyhercheekwas仇1Shed，herbosomheaved，atearStOlefromherdarklashes，

andthenadlOleshowerfell，aSStartingupshecried，“No！－heshal1notdie！－Iwi11unloosehis

Chains！－Iwillsavehim！”Gaspar’Shandwasthere．Hecaughtherlightformreadytofallfromthe

Perilouscouch・Sheopenedhereyesandbeheldherlover，WhohadwatchedoverherdreamOffate，

andwhohadsavedher．（‘Dream，，163－64）
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表向きここではガスパールがやって来て，コンスタンスと出会い，ロワール川への転落から彼女を救

っている。しかし，コンスタンスが見ている夢というのは十字軍へ向かったガスパールを死から救う

夢なのである。すなわち，コンスタンスは自身を死の淵に晒しながら，夢の中ではガスパールを死の

淵に晒しているのである。もちろん，戦地へと旅だった男への強い心配がそうさせるといえばそうだ

が，その男の命を女性が救うという構図は伝統的な眠り姫の立場を裏返していて興味深い。しかも，

現実としてはあくまでガスパールがコンスタンスの命を救うのであり，既存の文学的枠組は壊してい

ないのである。その中で，夢という第二の次元を設けることにより，メアリーの周到な戦略的言説は

成功しているのである。

「夢」の最後にコンスタンスがガスパールに向かって語る以下の台詞は，死に直面しての新たな生

の始まりを告げるものである。“Isprungforward，andthedeathIdeprecatedforyouwould，inmy

presumption，havebeenmine－then，When丘rstIfelttherealvalueoflife－butthatyourarmWaSthere

tosaveme，yOurdearvoicetobidmebeblestforevermore．”（‘Dteam’，165）コンスタンスは危険な寝

椅子に座ることでガスパールの死を引き受けた。するとコンスタンスの願望とはガスパールに迫る死

の危険を自分が代わって引き受けることによってガスパールを生かし，ガスパールへの愛を貫くこと

にあったと言えよう。こうしてコンスタンスのタナトスはエロスとの精妙なる調和を迎えるのだ。メ

アリーはそこまで描ききっているのである。

2．「聖アグネス崇の前夜」を貫く男性的欲望

「夢」において考察したような，欲望の充足を阻む要素は「聖アグネス」において強く発現してい

るといえるであろうか。コンスタンスのように，死を賭してまで愛する異性の下へと向かう描写は

「聖アグネス」には見られない。この作品には，寝椅子のある場所に至るまでの道のりに，危険な森

などは描かれないし，両者を監視する権威的象徴も現れてはいない。むしろ，セクシュアリティの表

象という視点から考察すれば，登場人物のポーフイロー（Porphyro）のみならず，読者の欲望を喚

起する構造になってはいないであろうか。

聖なる夜，男性が眠っている女性の寝室に侵入し，二人が結ばれるという物語において，寝室とい

う空間は極めて象徴的な意味合いを持つ。後世のフロイトの登場を待つまでもなく，既に古代エジプ

トのヒエログリフには女性が容器の図像によって表象されていたし（種村130），「ペテロ前書」の3

章7節には女性を“weakervessel”に喩える記述がある。その他，広い意味での箱，つまり部屋や容

器と言ったものは子宮，広義には女性を表象するものとして存在してきた。従って，男性が女性の寝

室に入るという行為を表象することは，女性の体内への侵入をも暗示するのである。

そのため，ポーフイローがマデライン（Madeline）の部屋に侵入して何をしていたのか，という

問いの答えは極めて明確である。そして，マデラインの部屋に至るまでにくぐるいくつもの扉には，

既に男性的なリビドーが満ち満ちていることも指摘しなければならない。子宮を象徴する部屋に入る

ための扉は当然女性の外性器を示すものである。フロイトは『夢判断』（かねTk眈軌ゐ融の喀1900）の
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中で次のように述べている。「夢の中の部屋Zimmerはたいていの場合「女」，部屋の出口，入口が表

現されていればこの解釈はますます疑いないものになる。部屋が「あいている」か「しまっている」

かという関心はこの関連において容易に理解されることだろう」（『夢判断』下，62）。この作品をあ

くまで神秘的世界の幻惑として読もうとする向きにはマデラインの部屋に至る道のりを“aspiritual

ascenttoheaven’sbourn”（Stillinger71）と捉えたいところかもしれないが，今問題にしているのは，

「聖アグネス」に潜むセクシュアリティの問題であるし，また，たとえこの指摘の正しさを認めても，

ロワール川へと落下することによって天に召されるコンスタンスの暗いイメージと比べれば，極めて

対照的な世界が描かれているといえる。

ポーフイローが実際にマデラインとの遊近を果たす場面において，キーツが示す暗示は極めて明確

である。

－Rose－bloomfellonherhands，tOgetherprest，

Andonhersilvercrosssoftamethyst，

Andonherhairaglory，1ikeasaint：

Blissfullyhaven’dbothfromjoyandpain；

Clasp’dlikeamissalwhereswartPaynimspray；

Blindedalikefromsunshineandfromrain，

Asthougharoseshouldshut，andbeabudagain．

Therewasapainfu1change，thatnighexpe11’d

uleblissesofherdreamsopureanddeep：

AtwhichfairMadelinebegantoweep，

Andmoanforthwitlesswordswithmanyasigh；（‘St．Agnes’，220－22，240－43，300－03；emphases

mine）

薔薇がここで何を暗示しているかなど，もはや言わずもがなである。もちろん，花は恋人同士の贈答

物として昔からよく使われるものであって，あくまで美的なものの象徴として使われるのではないか

とも考えられるが，何故花を使うのかと問うならば，これは性的な意味合いを払拭することは難しい。

フロイトに言わせれば，花を贈ることにより「わたしはわたしの処女を捧げます，そしてそのかわり

溢れる愛情の生活を期待します」（『夢判断』下，89）という表現が無意識的に込められているのであ

る。この流れで文脈を追えば，上記引用の「喜びと痛み」“joyandpain”や「痛々しい変化」“a

painfu1change”には性的な快楽と処女喪失の痛みが暗示されているのである。しかも，これらの暗

示の正当性は第36連によって決定的に認められる。
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Beyondamortalmanimpassion’dfar

Atthesevoluptuousaccents，hearose，

Ethereal，flush’d，andlikeathrobbingstar

Seenmidthesapphireheaven’sdeeprepose；

Intoherdreamhemelted，aStherose

Blendethitsodourwiththeviolet，－

Solutionsweet：meantimethefrost－Windblows

LikeI，OVe’salarumpatteringthesharpsleet

Againstthewindow－paneS；St．Agnes’moonhathset．（‘St．Agnes’，316－24；emphasismine）

ここで沈んでいる月が伝統的に女性の表象として使われてきたことは今更言うまでもない。暗示的な

レベルで読むと，窓枠に吹きつける風の例が分か年やすい。窓枠は前に考察した扉と同類の象徴であ

り，さらに“pain”と同音であるところにマデラインの処女膜喪失の痛みが暗示されるている。

同じ発音の語が別のものを代理表象するという点で，上の引用における“violet”にも注目する必

要がある。薔薇が女性器を表すと解釈できるのは当然だが，すみれが伝統的に男性器を表すことは考

えられない。では，何故菩薇と香りを溶け合わすものがすみれでなければならないのか，フロイトは

ある女性の夢の分析において，「一見すればなんら性的なものをもたないすみれvioletsの本当の意味

を…フランス語の前01（強姦）への無意識的関係によって説明しようとし，彼女自身が英語の「強姦

する」という意味の語を思いついた」（『夢判断』下，88；強調は原著者）という。このフロイトの指

摘は「聖アグネス」の解釈において見事な整合性を見せる。女性器を表象する薔薇が，すみれと香り

を絡めるという描写は性的な欲望とその充足行為を示すことに他ならないのだ。

このような一連のセクシュアリティに絡めた解釈には異論もあるかもしれない。ことさらにフロイ

ト的こじつけに傾いているのではないか，この詩の枠組はカトリックの神聖な祭であるため，ポーフ

イローとマデラインの間にある融合は世俗的な肉欲を超越しているのではないか，キーツ自身がその

ような欲望に満ち満ちた作品を書いたことに何の根拠があるのか，と。

しかし，そもそも禁欲的な宗教への帰依そのものが，性的欲望を昇華したものであること自体精神

分析においては常識的な考えであり，特にロマン派文学におけるカトリック世界の性的表象について

は，ゴシック小説の文脈からの視点というものを忘れてはならない。エリザベス・A・フェイ

（ElizabethA．Fay）が述べているように（Fay113），カトリックの国を舞台にすることにより，カト

リック的迷信や教会の悪習が措かれることになったのである。特に「聖アグネス」を考察するには，

この一例として，マシュー・グレゴリー・ルイス（MatthewGregoryLewis）の『マンク』（771e

肋乃烏．・A属加肌用α1796）の次の場面をまず想起すべきである。

‘‥．IlAmbrosio］mustaccustommyeyestoobjectsoftemptation，andexposemyselftothe
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seductionofluxuryanddesire．ShouldImeetinthatworldwhichIamconstrainedtoenter，SOme

livelyfemale－lovelyasyou－Madonna－！’

Ashesaidthis，he丘ⅩedhiseyesuponapictureoftheⅥrgin，Whichwassuspendedoppositeto

him：thisfortwoyearshadbeentheobjectofhisincreasingwonderandadoration．Hepaused，and

gazeduponitwithdelight．（LewiS39）

マドリードの修道院で女人禁制の暮らしをし，人々からの誉れ高い修道士のアンブロージオ

（Ambrosio）であるが，彼は告解をLにくる女性達に性的魅力を感じ，自らのあるべき立場との間で

葛藤する。そんな彼がひたすらに崇めているのがこの引用にある聖母マリアの肖像画である。アンブ

ロージオは聖母マリアの絵に肉体的な，そして性的な魅力を感じるのであるが，この後に登場する新

入りの修道士の一人が，実は男装した女性でしかも悪魔の手先であるマテルダ（Matilda）であるこ

とが発覚し，彼女はマリアの肖像画そっくりだという仕掛けが待ち受けている。マチルダの譲惑Jこよ

り，アンブロージオは徹底的に堕落し，背徳的な欲望世界へと落ちていく。

この聖母マリアの肖像画という舞台道具は「聖アグネス」の冒頭にも登場していた。

NumbweretheBeadsman’S丘ngers，Whilehetold

Hisrosary，andwhilehis血‘OStedbreath，

Likepiousincensefromacenserold，

Seem’dtakingflightforheaven，withoutadeath，

PastthesweetVirgin，spicture，Whilehisprayerhesaith（‘St．Agnes’，5－9）

祈祷司祭の吐息の上に上にと上昇する運動と，それが聖母マリアの肖像に接触するという表現は『マ

ンク』に見られたアンブロージオのマリアの肖像に対する性的欲望の抑圧的表現ではないであろうか。

それに，アンブロージオを堕落へと誘ったマチルダが男装していた時に使っていた名前は，まさにこ

こで祈祷司祭が手に持っているものと同じ「ロザリオ」（Rosario）なのである。また，『マンク』に

はアグネス（Agnes）という名前の女性も登場する。彼女は聖クレア（St．Clare）修道院に幽閉され

ているのだが，レイモンド（Raymond）という男性と恋仲になり，彼の子を宿すのだが，最後には

子供と共に無残な死を遂げるという悲劇的人物である。

「聖アグネス」はカトリック世界を舞台にし，ゴシック風の建造物が使われているが，まさにこの

ゴシックからの文脈から作品を見直せば，男性的なリビドーが至る所に表象されていることがわかる。

しかも，これがかなり露骨で男性からの視点に重きが置かれているのである。それに，キーツ自身の

問題意識に鑑みても，「聖アグネス」執筆のきっかけを与えてくれたイザベラ・ジョーンズ（Isabella

Jones）との関係には性的な色彩が強く（3），キーツの詩を出版したジョン・テイラー（JohnTaylor）

に法律的な助言をしていたリチャード・ウッドハウス（RichardWoodhouse）は，1819年9月20日
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付テイラー宛ての手紙の中で，次のように述べている。

theInterestonthereader’simaginationisgreatlyheightened，yetIdoapprehenditwi11renderthe

poemun五tforladies，＆indeedscarcelytobementionedtothemamongthe“thingsthatare．”－He

SayShedoesnotwantladiestoreadhispoetry：thathewritesformen－＆thatifintheformer

poemtherewasanopeningfordoubtwhattookplace，itwashisfaultfornotwritingclearly＆

COmPrehensible－thatheshlould］despiseamanwhowouldbesuchaneunuchinsentimentasto

leavea＜Girl＞maid，withthatCharacterabouther，insuchasituation：＆sho【uld］despisehimselfto

Writeaboutit＆C＆C＆C－andallthissortofKeats－1ikerhodomontade．UJette7SbUohnKeats，II：163）

これは「聖アグネス」が男性的な欲望の視線に満ちていることを容易に読者が感じやすいということ

を示すものでもあり，またキーツ自身が欲望される女性ではなく，欲望する男性を読者として想定し

ていたことを示すものである。従って，この詩を極めて男性的なリビドーに満ちている作品と解し，

またそれを読者に感じさせる意図を持って書かれたと考えることは疑う余地がない。

結　　論

以上の考察から，同じ“bower”という共通要素を持ってはいても，非常に対照的な欲望の構図が

浮かび上がったのではないであろうか。メアリーが作品を提供した『キープセイク』の読者層は女性

が中心である。従って，メアリーが女性を読むことを前提として書いていたことは当然のことである

し，また女性からの好意的反響を念頭に置かざるを得ない。そこで，異性を求める欲望の主体の性別

は「聖アグネス」における男性から女性へと移行するわけであるが，入れ替わった途端にメアリーは

「聖アグネス」と違った極めて困難な女性の状況を描き出すことになった。つまり，女性をヒロイン

として“bower”の物語を紡ぎ出そうとすると，そこには女性のリビドーを阻む極めて多くの障害，

しかも社会的障害が発生し，女性は死を賭する覚悟が無ければ“bower”の物語に参入できない，と

いう事実である。そして，その死を覚悟して見た夢の中で，ようやく女性が男性を救うという，ささ

やかな女性の主導性も垣間見えることに注目したい。

女性の恋愛に伴う社会的障害の大きさ，そしてそこに死を賭してまで挑む姿というのは，書き手の

メアリーから読み手となる女性へ与えられる共感と慰みの一種である。時代的困難を肌身に感じる女

性が措き，そしてまた女性が読む“bower”物語の分析を通して，「聖アグネス」を代表とする男性

が措く“bower”の文学をより相対化，客観化することにより，この文学的表象の世界はさらなる広

がりを見せるのではあるまいか。「夢」を「聖アグネス」の単なる亜流と片付けることができないの

は，まさにこの点にある。

今回の分析には多分にセクシュアリティの要素が絡んでいるが，メアリー・シェリー研究がアカデ

ミックな領域において評価の盛り上がりを見せたのは80年代以降であるため，メアリー作品は様々
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な批評理論の洗礼を比較的短期間に受けている。フェミニズム批評から精神分析も含め，性の問題を

真っ向から論じるのはメアリー研究では至極当然である。それと比べてキーツの批評史は，ヴィクト

リア朝の審美主義的批評や新批評からの拘束というものを多分に受けており，メアリー読みからする

と保守的と見られる要素が大きい。だが，ここを突破してメアリーとキーツの間の距離を縮めること

は，今回のように“bower”を巡るロマン派文学の言説の幅広さを考察する上で必要な手順ではない

だろうか。メアリー研究が盛んになって，メアリーの短篇作品も取り上げられるようになってきたが，

いまだ「夢」を単独で考察した論文は乏しく，その意義が見出されていない。これは大きな見落とし

である。「夢」は“bower”をこの時代に女性が措くとどういったものとなりうるかを示す一級の資

料であり，またキーツとの接近を試みる重要な作品なのである。

注（1）「欲望」や「性」という概念語に関して誤解無きよう，以下にフロイト自身の言葉を引用しておく。「精神

分析を見下しながら，精神分析の理論を軽蔑されておられる方々には，拡張された性という精神分析の概念

が，＜神のごとき＞プラトンのエロスの概念とごく近いものであることを思い出していただきたい」（『ェロ

ス論集』，22）。「夢」における，コンスタンスのガスパールに対する想いを本論では「欲望」と呼ぶ。性的な

露骨さ，生殖行為としての性を示すものではなくとも，異性を求めるということ自体が既に欲望を前提とし

た現象なのである。

（2）「父の名」に関しては，ジャック・ラカン（JacquesIJaCan）の『ェクリ』（Ecrits1966）の英訳者である，

アラン・シェリダン（juanSheridan）による解説が分かりやすいので，以下に引用しておく。“Thisconcept

derives，inasense，h・Omthemythical，SymbolicfatherofFreud’S7btemand7bboo．Intermsofhcan’Sthree

orders，itrefersnottotherealfather，nOrtOtheimaginaryfather（thepaternalimago），buttothesymbolic

father．”（I，aCanXiii）

（3）詳細はWalterJacksonBate，johnKeats．Cambridge：BelknapPofHarvardUP，1963．380－84．等を参照。
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